
Re c r u i t i n g j o u r n a l 株式会社 フェアブレーン
〒532-0011 大阪市淀川区西中島6丁目5番3号
TEL：06-6889-3321
〒110-0015 東京都台東区東上野3丁目15番11号
TEL：03-5812-1508THINK 7

2022

Think
#01

リモートネイティブ世代が満足していない事を理解する。

Think
#03

体験学習から得られるコミュニケーションや学び、
気付きに対して満足していないリモートネイティブ
世代ですが、どのようなことに取り組みたいと思い、
それが達成できなかったのかというデータでは、“集
団からの学び”の達成度が低い数値となっていま
す。同級生や上級生とのチームでの学習、自己
成長につながる出会い、そこからのスキルアップや
社会人で通用するスキル習得など“集団”がキー
ワードとなります。これはZ世代の価値観でもある
ウィー世代やインタラクティブ学習にもつながってき
ます。内定期間のコミュニケーションにおいて、“学
ぶ経験”が満足度につながります。

参考：CCCマーケティング総合研究所 生活者意識調査

Think
#02

“集団からの学び”をよくしている。

2023年度内定者フォローで“学生との関わり方”を考えるために―――。

8月下旬にはZ世代やリモートネイティブ世代となる内定者に向けたフォローのセミナーを開催します。是非、ご参加ください！

“自ら学ぶ”自己学習と“集団で学ぶ”コレクティブラーニングを組み合わせる。

新型コロナウイルス感染拡大により、大学生の
ライフスタイルは劇的に変わりました。（前回のメ
ルマガ参照ください。）2023年度卒の学生に関
しましては2回生のころは週の半分しか大学に
行っておらず、入学当初思い描いてた大学生活
とは大きく異なりました。その中でも特に満足でき
ていないところが実習、フィールドワーク、ディペート、
課外活動、留学といった“体験活動による学び”
が満足にできておらず、不満の大きな要因となっ
ています。今後、内定期間も同様のことが言え、
内定者間、先輩社員、人事とのコミュニケーション
をいかにつくっていくのかというところがフォローを考え
るうえでポイントになってきます。

集団で学ぶ力自ら学ぶ力

個別フィードバック シェアによる気付きと学び

自己肯定感の向上 能動的コミュニケーション

新しい自分に気付く自己理解 思考の拡張と連鎖

内定期間の学びとコミュニケーションをつくるう
えで“自己学習”と“集団学習”の2視点が大
切です。自分自身との対話の機会をつくり、考
えをアウトプットする機会、そして自分自身の考
えをシェアしたり、シェアしながらグループで考え
たり、取り組む機会をつくることで内定期間の
活動の満足度が高まります。集団で質の高い
コミュニケーションを取りながら学ぶコレクティブ
ラーニングがこれからの内定者フォローを考える
うえで必要な要素です。


